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 『ラテンアメリカ・カリブ研究所レポート』 

 

「ラテンアメリカへ拡散する新型コロナウイルスのインパクトとその対応策

（下）」 

桑山幹夫1 

 
I. はじめに（上） 

II. ラテンアメリカ・カリブ地域における Covid-19 の感染拡大（上） 

III. 政治・社会的影響（上） 

IV. 経済的影響（下） 

V. まとめと今後の展望（下） 

 

 

 

（下）はじめに：感染拡大状況：更新情報 

 

本レポート（上）では、中国から始まった新型コロナウイルス感染症（以下では Covid-19

と記載）が 2020 年 3 月中旬からラテンアメリカ・カリブ地域でも急速に拡散しており、医

療制度が脆弱なこともあって、政情不安が高まり、政治・社会に甚大なインパクトを与える

可能性があると述べた。本稿執筆段階（4 月 16 日：米東部時間 22：00）によると、現在、

地域全体で約 8 万 5000 人の感染者、約 4050 人の死亡者が確認されている。レポート（上）

の執筆段階（4 月 4 日）から 12 日経った時点で地域全体では感染者数が 2.9 倍、死亡者数が

約 4.3 倍に増えたことになる（各国の感染者数、死亡者数については表―1 を参照）。ラテン

アメリカ・カリブ地域が世界の感染者数（216 万人）、死者数（14 万 4000 人）に占める割合

は、それぞれ 3.9％と 2.8％で、今のところ世界の感染の中心となるまでには広がっていない。 

 

域内で最多の感染例が出ているブラジルで、Covid-19 の拡散が加速している。米ジョン

ズ・ホプキンス大学がまとめたデータによると、4 月 16 日現在、ブラジルで 3 万 683 人の

感染者と 1947 人の死亡者が確認されており、感染者が 12 日間で 3.3 倍強、死亡者が 5 倍強

増えた。ブラジルでは、ラテンアメリカ地域で突出した感染者が出ているが、治療を受けて

回復・退院した感染者数も 1 万 4000 人と極めて多い。感染者の半数が回復したことになる。

ペルー、チリ、エクアドルの 3 か国でも多くの感染者数が出ているが、致死率2には開きが

ある。チリやペルーでは、致死率が低く、回復患者率が高い。対照的に、エクアドルでは感

染患者と死亡者数がこの 12 日間で倍増した。メキシコ、コロンビア、アルゼンチンでは、

感染者数は比較的少ない反面、回復退院患者が多い。  

                                                   
1 ラテンアメリカ協会常務理事、ラテンアメリカ・カリブ研究所上級研究員。神戸大学経済経営研究所リ

サーチフェロー。本稿で示された見解は著者個人のものであり、必ずしもラテンアメリカ協会の見解を反

映するものではない。正確を期したが誤りがあれば筆者の責に帰す。 
2 死亡症例数を感染症例数で割ったもの。 



2 

 

表―１：ラテンアメリカ・カリブ地域における Covid-19 感染拡大状況：アップデード 

（2020 年 4 月 16 日 22：00 現在、米北部地域時間帯） 

最初の感染患者が

確認された日付 感染者数 死亡者数 感染者数 死亡者数 回復・退院者数

ブラジル 2月26日 9,391 376 30,683 1,947 14,026

ペルー 3月6日 1,595 61 12,491 274 6,120

チリ 3月3日 4,161 27 8,807 105 3,299

エクアドル 2月29日 3,368 145 8,225 403 838

メキシコ 2月28日 1,688 60 6,297 486 2,125

パナマ 3月10日 1,673 41 4,016 109 98

ドミニカ共和国 3月1日 1,488 68 3,755 196 215

コロンビア 3月6日 1,267 25 3,233 144 550

アルゼンチン 3月3日 1,353 42 2,669 122 631

プエルトリコ 452 18 1.043 56

キューバ 3月11日 288 6 862 27 171

コスタリカ 3月6日 416 2 642 4 74

ウルグアイ 3月13日 386 4 502 9 286

ボリビア 3月10日 139 10 465 31 26

ホンジュラス 3月11日 264 15 426 35 9

グアテマラ 3月13日 50 1 214 7 21

ベネズエラ 3月13日 153 7 204 9 111

パラグアイ 3月7日 96 3 199 8 30

エルサルバドル 3月19日 56 3 164 6 33

マルティニーク 143 3 155 6

グアダルーペ 130 7 145 8

ジャマイカ 53 3 143 5 21

トリニダードトバゴ 3月12日 101 6 114 8 20

アルバ 62 92 1

仏領ギアナ 57 86

バミューダ 3月19日 35 81 4

バルバドス 3月12日 51 75 5 15

ケイマン諸島 29 1 60 1

ガイアナ 3月12日 23 4 55 6 8

米領バージン諸島 38 51 1

バハマ 24 3 49 8 6

ハイチ 3月19日 20 41 3 0

セントマーティン島 24 2 35 2

アンティグアバーブーダ 15 23 3 3

ベリーズ 3月22日 4 18 2 0

ドミニカ 3月22日 14 16 0 8

セントルシア 3月14日 13 15 0 11

オランダ領アンティル 11 1 14 1 1

グラナダ 12 14 0 0

セントクリストファーネイビス 3月25日 9 14 0 0

セントビンセントおよびグレナディーン諸島 3月12日 7 12 0 1

モントセラト 6 11

タークスカイコス諸島 5 11 1

スリナム 10 1 10 1 6

ニカラグア 3月18日 5 1 9 1 4

英領バージン諸島 3 3

アンギラ 3 3

ラテンアメリカ・カリブ合計 29,191 946 85,210 4,045 28,767

国名
４月４日現在 ４月１6  日現在

 

出所：米ジョンズ・ホプキンス大学まとめ。最初の感染患者が確認された日付は、欧州疾病予防管理セン

ター（European Centre for Disease Prevention and Control）にもとづく。 
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パナマとドミニカ共和国を比較すると、感染者数では大差がないが、前者で致死率が低く

なっており、それは人口当たりの陽性判断検査数がチリに次いで多いことと相関性があるの

ではないかと専門家は指摘する（González Díaz 2020b）3。また、中米 5 か国（エルサルバド

ル、コスタリカ、グアテマラ、ホンジュラス、ニカラグア）の感染者数および死亡者数にお

いては、国によって格差がみられる。Covid-19 が中米に感染拡大した直後に国境封鎖に踏

み切ったエルサルバドルにおいも、この 10 日間で感染者数と死亡者数が急増した。一方で、

国際的にも評価されている医療システムを持ち、厳しい水際対策をとってきたコスタリカで

は、致死率が抑えられている。コスタリカと国境を接する防止対策が緩いと言われるニカラ

グアでは、検査数が少ないためか、感染者は 9 人しか出ていない。各国間でみられる感染者

数、死亡者数や回復・退院者数増加率の格差が、各国の医療体制の脆弱性並びに一人当たり

の国民所得の水準と相関関係にあるのかは確かではない。いずれにせよ、現時点で感染拡大

がそれほど進んでいないラテンアメリカ諸国でも、拡散のスピードが加速すると考えられる。 

 

Covid-19 はラテンアメリカの脆弱な医療・保健体制を崩壊させ、国民の生命を脅かすだ

けでなく、ようやく回復基調にあった地域経済に打撃を与えて、世界大恐慌以来最悪の経済

不況に逆戻りさせる恐れがある。総需要の縮小、投資意欲と消費志向の低迷、企業収益の悪

化、所得の大幅削減、失業率の上昇などを媒体に、国民の生活水準を押し下げる。Covid-19

がラテンアメリカにあたえる政治・社会的インパクトについては、本レポート（上）で論考

した。レポート（下）では、Covid-19 のインパクトを経済的な側面に焦点を当てて分析す

る。 

 

IV. 経済的影響 

 

Covid-19 パンデミック（感染症の世界的大流行）は、その兆候が現れる以前にすでに減

速基調にあった世界経済にさらなるブレーキをかける。2020 年の世界 GDP 成長予測は

Covid-19 が世界各地で拡散する以前で既に下方修正されていた4。Covid-19 発生後でも楽観

的な予測をするエコノミストも少なくはなかったが、 Covid-19 がパンデミックとなるにつ

れ、大幅に下方修正されてきている。国際通貨基金（IMF）は 4 月 14 日に公表した世界経

済見通しで、2020 年の世界全体の実質成長率をマイナス 3.0％と予測した。米国は 2019 年

のプラス 2.3％から 2020 年にマイナス 5.9％へと急落し、ユーロ圏はプラス 1.0％からマイナ

ス 7.5％、中国は 2020 年にプラス 1.2％まで減速すると予測する。ラテンアメリカ・カリブ

諸国にとって、成長の牽引役を果たしてきた先進・新興国が揃って不況に陥ることになる

                                                   
3世界銀行によると、医療制度が進んでおり、1000 人あたりの病院床数が域内でキューバ、アルゼンチン、

ウルグアイに次いで多い。 
4 2011～2019 年間の世界成長率は 2.8％に留まり、1997～2006 年間の 3.4％をかなり下回った。世界経済は

2019 年に 2009 年以降で最低の 2.5％の成長率に終わった。 
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（IMF 2020, ECLAC 2020b）。米国で 6 月末までに感染拡散が収まり今年下期には V 字か U

字型の回復も可能だとみていたエコノミストも、米経済の回復が大幅に遅れるとの見解に変

えてきている（Holland 2020）。IMF は Covid-19 パンデミックが長期化する恐れがあり、「一

段と大きい景気悪化も十分考えられる」と分析している（IMF 2020）。 

 

Covid-19 が拡散するなか、ラテンアメリカ諸国の成長見通しが大幅に下方修正されてき

ている。ECLAC（国連ラテンアメリカ・カリブ経済委員会）のアリシア・バルセナ事務局

長は、米シンクタンクのインターアメリカンダイアログ（IAD）との共同テレビ会談で、

Covid-19 の影響により、当初の 2020 年予測（2019 年 12 月時点）1.3％から、マイナス 1.8％

に大幅に下方修正したと述べた。感染拡大で経済が急速に後退する米国への影響を加算すれ

ば、ラテンアメリカ地域の 2020 年の成長率はマイナス 3～4％まで落ちこむ可能性を示唆し

ている（ECLAC 2020b, Gozzer 2020）。 

 

その他の国際機関による予測は ECLAC よりも悲観的なものが多い。例えば、IMF は 2020

年のラテンアメリカ・カリブ地域の成長率はマイナス 5.2％、世界銀行は、ここ数年経済危

機下にあるベネズエラを除いた成長率はマイナス 4.6％と予測する。国際金融協会（IIF）に

よると、新興国・地域のなかでラテンアメリカの落ち幅が最も大きく、2020 年の地域全体

で、当初の 1.2％（2019 年 10 月予測）からマイナス 5.0％（2020 年 4 月予測）に大きく落ち

込むと予測される。国別では、アルゼンチンはマイナス 1.6％からマイナス 5.7％、ブラジル

はプラス 2.0％からマイナス 4.1％、メキシコ5はプラス 1.2％からマイナス 5.8％に、大幅に

下方修正された（IIF 2020）。どれほどまで落ちこむかは現時点では明白ではないが、Covid-19

勃発以前には回復基調にあったラテンアメリカ経済が、世界大恐慌以来最悪の不況へと追い

詰められていることは間違いない。 

 

2020 年予測を国別にみると、Covid-19 はラテンアメリカ・カリブ全域に過大な経済の打

撃を与えていることが分かる（表―2 を参照）。Covid-19 が世界で拡散する以前の 2019 年

12 月の段階で ECLAC は、2020 年の地域成長率が 2019 年のプラス 0.1％から 2020 年にプ

ラス 1.3％に上昇し、大半の南米諸国が回復基調を取り戻すと予測していた。中米とメキシ

コの成長率も 2019 年のプラス 0.5％から 2020 年にプラス 1.6％に回復するとみていた。カ

リブ諸国もプラス 1.4％からプラス 5.6％に大幅な回復する見通しだった。しかし、Covid-19

の感染拡大により、2020 年の成長予測が、巨大原油開発の波及効果が見込まれるガイアナ

を除いて、ラテンアメリカ・カリブ全域（32 か国）でマイナス成長に大幅に下方修正され

てきている。観光業への依存度が高いカリブ経済も、今回のパンデミックから大きな打撃を

受けると予想される。 

                                                   
5 メキシコ中央銀行が 4 月 1 日、民間金融機関が予測した 2020 年の実質経済成長率をまとめたところ、マ

イナス 3.99％となった。米バンク・オブ・アメリカは 2 日、マイナス 8％まで落ち込む可能性があるとの悲

観的な予測を出している（日本経済新聞 2020h）。 
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表―2：ラテンアメリカ・カリブ諸国の GDP 成長率 2019 年 (実績値）～ 2020 年（予測） 

（パーセント） 

2019年 ECLAC2020年（予測） IMF2020年（予測）

実質成長率 (2019年12月現在） （2020年4月現在）

アルゼンチン -3.0 -1.3 -5.7

ボリビア 3.0 3.0 -2.9

ブラジル 1.0 1.7 -5.3

チリ 0.8 1.0 -4.5

コロンビア 3.2 3.5 -2.4

エクアドル -0.2 0.1 -6.3

パラグアイ 0.2 3.0 -1.0

ペルー 2.3 3.2 -4.5

ウルグアイ 0.3 1.5 -3.0

ベネズエラ -25.5 -14.0 -15.0

コスタリカ 1.8 1.9 -3.3

キューバ 0.5 0.5

ドミニカ共和国 4.8 4.7 -1.0

エルサルバドル 2.2 2.3 -5.4

グアテマラ 3.3 3.2 -2.0

ハイチ -0.7 0.3 -4.0

ホンジュラス 2.9 2.9 -2.4

メキシコ 0.0 1.3 -6.6

ニカラグア -5.3 -1.4 -6.0

パナマ 3.5 3.8 -2.0

アンティグアバーブーダ 6.2 6.5 -10.0

アルバ -13.7

バハマ 0.9 -0.6 -8.3

バルバドス 0.0 -0.6 -7.6

ベリーズ 2.1 1.9 -12.0

ドミニカ 9.0 4.9 -4.7

グレナダ 3.3 4.0 -8.0

ガイアナ 4.5 85.6 52.8

セントクリストファーネイビス 3.0 3.5 -8.1

セントルシア 2.0 3.2 -8.5

セントビンセントおよびグレナディーン諸島 2.5 2.4 -4.5

スリナム 2.1 1.7 -4.9

トリニダード・トバゴ 0.4 1.5 -4.9

ラテンアメリカ・カリブ全域 0.1 1.3 -5.2

中米

南米

カリブ諸国

国名

 

出所：2019 年実績値および 2020 年（2019 年 12 月推測値）は、ECLAC、Preliminary Balance, 2019, December

から、2020 年 4 月現在の予測値は、IMF, World Economic Outlook, April 15 から筆者作成。 

 

 

経済が急減速することで、社会的に脆弱な国民に甚大な影響が出てくる。ECLAC の予測

によると、地域の失業率が 10％上昇、貧困層人口が 1 億 8500 万人から 3500 万人増えて 2

億 2000 万人となり、極貧層が 6740 万人から 9000 万人に増加する（ECLAC 2020a）。これら

の悪影響を最小限に抑えるため、地域の多くの政府が現金給付や給与補償、一時金給付、失

業保険の拡充、納税期間の延期、公共サービス料金滞納の猶予、生活必需品の在庫の確保な

どの社会的弱者に対する救済策に加えて、零細・中小企業への資金繰り支援（給与補償、信

用枠の拡大、銀行手数料の猶予、金利引下げ）、外国為替市場への介入などの緊急財政・金

融措置を打ち出している。特に、高齢・貧困層、零細・中小企業に対する支援策を重視して

いる。（ラテンアメリカ各国の緊急経済対策については、付属参考資料：表－3 を参照）。政

府の財源には限りがあるが、非常事態に対応するため、緊急経済支援策を打ち出している国

が数多くある。 
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Covid-19 パンデミックは世界経済に壊滅的な影響を及ぼす。10 年前の 2008～09 年におけ

る世界金融危機では中国の大規模な国内需要刺激策の恩恵を受け、ラテンアメリカへの影響

はその他の地域と比べてそれほど甚大ではなかった。しかし、Covid-19 の場合には、リー

マンショックからラテンアメリカを救ってくれた中国自身が窮地に立たされている。その結

果、Covid-19 は、ウイルス感染がラテンアメリカで拡散する以前に減速基調にあった対外

貿易の足かせとなる。米州開発銀行（IADB）系のラテンアメリカ統合問題研究所（INTAL）

によると、中米諸国とメキシコを除いて、LAC 諸国の世界輸出は Covid-19 が勃発する以前

の 2020 年第１四半期に減少しており、Covid-19 の影響が出てくる第 2 四半期に貿易縮小が

より顕著になると予想される（INTAL-BID 2020）。世界貿易機構（WTO）は 4 月 8 日、2020

年の世界のモノの貿易量が前年比で最大 32％減るとの予測を発表した（日本経済新聞

2020i）。2009 年の世界金融危機の 13％減をはるかに上回る落ち込み幅となる。世界的なサ

プライチェーンの混乱や大幅な需要減退の影響で、ラテンアメリカのモノとサービス（特に

観光業）貿易が大きな打撃を受けることは必至だ。 

 

ECLAC のバルセナ事務局長によると、Covid-19 は次の 5 つの伝播経路を通じてラテンア

メリカ経済に重大な影響を与える。① 中国、米国などの主要貿易相手国の経済後退から生

じる域外輸出の縮小、② 観光業の低迷（特にカリブ諸国）、③ グローバル・バリューチェ

ーンの分断（主に、中国から部品および中間財を輸入するメキシコやブラジルに及ぼす影響）、

④ 一次産品価格の下落 （特に南米諸国にとって深刻）、⑤ 国際投資家のリスク回避と国際

金融市場の悪化、である（ECLAC 2020a）。その他に、郷里送金の流れや対外債務返済にも

大きな影響を及ぼす（Barría 2020)。 

 

A. 国際金融市場を介する影響 

 

Covid-19 の感染拡大から始まった混乱で、世界の金融市場が新たな局面に入ったと言え

る。世界の金融・証券市場が、2008 年 9 月のリーマンショックを彷彿させる混乱に見舞わ

れている。3 月 10 日に米ダウ工業株 30 種平均が史上最大となる下げ幅を記録した。それを

受けて日経平均株価は朝方に 800 円超下げる場面があった。この急速な株安の原因は、

Covid-19 感染拡大だけでなく、市場が警戒する「灰色のサイ（グレーリノ）」6が暴れ出すリ

スクがあると日本経済新聞（2020d）は指摘する。「灰色のサイ」は 3 頭で、1 頭目は、米経

済の景気後退のリスク、2 頭目は、超低金利が醸成してきた企業と国家の債務バブルの崩壊、

そして 3 頭目は、金融緩和の限界、である。国際金融市場の混乱がラテンアメリカの実体経

済に波及しないか危機感が高まる。加えて、ラテンアメリカの最大貿易相手国である米国と

                                                   
6 「灰色のサイ」とは、発生確率が高いにもかかわらず、普通は見逃されている重大なリスクを指す。事

前に誰も予想できないうえに、発生すれば影響が大きい「黒い白鳥（ブラック・スワン）」と対をなす表現。 
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中国の景気後退に対する警戒感が強まる。 

 

Covid-19 蔓延に伴う景気下振れリスクへの対応策として、米連邦準備理事会（FRB）は 3

月 3 日に政策金利を 0.5％引き下げることを決めた7。Covid-19 の世界的な感染拡大と株価下

落が企業や消費者の心理を悪化させかねないとして、主要 7 か国（G7）の財務相・中央銀

行総裁も同日の緊急電話会議で「あらゆる適切な政策手段を用いる」とする表明を採択して

いる。欧州中央銀行（ECB）のクリスティーヌ・ラガルド総裁も 2 日、「的確な措置を取る

用意がある」と表明している（日本経済新聞 2020a）。Covid-19 による経済混乱を抑えるた

めに、FRB は 3 月 15 日、1.0%の大幅利下げの追加措置を発表した。政策金利は 0～0.25%

となり、2008 年の金融危機以来のゼロ金利政策を敷くことを決めた。米国債などを大量に

購入する量的緩和政策も復活させる方針に転換した。米株式市場は、緊急利下げを Covid-19

が米経済に及ぼす影響の甚大さを反映し、3 月 17 日にはダウ工業株 30 種平均が過去最大の

下げ幅を記録した。FRB は 4 月 9 日、一般企業の資金繰り難を緩和するために、2 兆 3000

億ドル（約 250 兆円）の緊急資金供給策を決めた8（日本経済新聞 2020j）。 

 

Covid-19 感染拡大と原油安で投資家がリスク回避に傾き、新興国（特に産油国や経常赤

字国）の通貨が急落している。ブラジル通貨レアルは 2020 年に入って世界で最悪の下落幅

を記録した。為替レートを維持するために、中央銀行が大規模介入に乗り出した。メキシコ

の外為市場では自国通貨ペソが約 3 年ぶりの安値圏で推移している。チリでは一時持ち直し

たかと思われた為替レートが 3 月に入ってペソ安傾向が加速している（Barría 2020）。新興

国の通貨安が進めば、多額の対外債務を抱える経済の返済負担が重くなる。アルゼンチンは

2019 年に「事実上のデフォルト（債務不履行）」を宣言しているが、これからの国際金融市

場の展開によっては、その債務返済やその再編の条件が変わってくる可能性もある9（IAD 

2020ab）。その一方で、ブラジルの砂糖相場にみられるように、通貨安で輸出競争力が高ま

り、供給増の観測が強まっている（日本経済新聞 2020f）。 

 

Covid-19 の感染拡大に伴って、新興国の株式や債券の市場から域外マネーが大規模に流

出し始めている。IIF によると、2020 年 3 月の域外マネーによる株式や債券の投資は 833 億

ドル（9 兆円超）のマイナス（資金の流出超過）で、月間でみれば過去最大の流出額となっ

た。流出の規模はリーマンショック後（2009 年 10 月）の 620 億ドルを大きく上回った。IMF

                                                   
7 声明文では、「米経済は力強い。だだ、新型コロナで経済活動にリスクが持ち上がった」と強い警戒感を

示した。利下げ幅も通常の 0.25％ではなく、0.5％の引下げ幅となった（日本経済新聞 2020a）。 
8 一般企業には、民間銀行を通じて 6000 億ドルを資金供給し、１年間は無利子とする。7500 億ドルの資金

枠を設けて、大企業などから社債の買い取りも行う（日本経済新聞 2020j）。 
9 アルゼンチン政府は 4 月 6 日、Covid-19 の感染拡大を理由に、国内法に基づいて発行された 98 億ドル（約

1 兆円）規模の政府債務を 2021 年まで延期すると発表した。政府が返済を引き続き履行している海外法に

基づいて発行された債券（約 690 億ドル）は対象外にした。この発表は、国内で発行された債券に対する

投資家の信頼性を傷つける一方で、市場での混乱の懸念が一時的にも遠のいたと受け止められている（日

本経済新聞 2020g、IAD 2020af）。 
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のゲオルギエバ専務理事は 4 月 9 日の講演で、「過去 2 か月で新興国から約 1000 億ドルが流

出した」と危機感を示した。域外の投資家の株式・債券保有率が高いチリなどの経済では、

市場の混乱時に流出が大規模になりやすい10。巨額の財政支出は、利下げが必要となる経済

においても、資金流出の「第 2 波」を誘発するリスクもある（IIF 2020、日本経済新聞 2020k）。

資金流出が続き、自国通貨安がさらに進めば、経常収支が改善されるが、外貨準備が減少す

る（IIF 2020）。 

 

国際金融市場の混乱と世界的な株安で、チリやペルーのように、民間の年金運用・管理会

社が運営する個人勘定方式の確定拠出型年金制度を持つ経済に悪影響を与えかねない。ペル

ー議会は 4 月 3 日、Covid-19 の経済的打撃の緩和対策として、25％を上限に、年金労働者

による年金預金の引き出しを可能とする法案を賛成 107 票、反対 4 票で可決した11。このよ

うな政策は、ソル建て債務の半分以上を保有する外国人投資家にとって、大きな懸念材料と

なりかねない。ビスカラ大統領は 15 日以内に拒否権を行使するか、修正案を提出するか、

さもなければ、同法律に署名することになる（IAD 2020ad）。 

 

Covid-19 の影響が広がるなか、開発途上国が対外債務の返済を優先すると、危機に対応

する国内資金が不足し、さらなる感染拡大や経済の停滞に繋がる恐れが出てくる。為替レー

トが下がり、ドルなどの外貨建ての債務の返済負担も増える。また、米大手格付け会社によ

る「格下げ」で、市場での資金調達が難しくなる可能性がある。Covid-19 対応に必要な資

金の流動性を高める観点から、IMF や世界銀行が緊急融資に柔軟に対応すべきだとの声も

上がっている12。例えば、コロンビアが IMF に対して、110 億ドルの信用枠（新興国向けの

緊急融資制度）を 4 月 7 日に申請した。この発表は、イバン・ドゥケ大統領がロックダウン

（都市封鎖）の期限を 4 月 27 日まで延長した翌日に行われた（IAD 2020ag）。 

 

また、Covid-19 の対応に必要な資金の流動性を高める観点から、IMF と世界銀行は、ハ

イチ、ホンジュラス、ニカラグアなどのラテンアメリカ・カリブ諸国を含む国際開発協会

（IDA）13加盟国に対して、公的債務の返済期限の延期、あるいは債務削減を図るべきだと、

                                                   
10 域外の投資家が国内の株式・債券をどのくらい保有しているかを GDP 比でみると、チリでは 2010 年か

ら 2019 年に 4 割に急伸した（日本経済新聞 2020k）。 
11 民間の年金運用・管理会社（現在 4 社）が運営する預金額が 4300 ソル（約 1240 ドル）未満、あるい

は１万 2900 ソル以上の年金加入者の場合には、預金額 100％の引き出しが可能となる。全ての加入者が引

き出した場合、年金基金管理機関が引き出しに対応しなければならない金額は、約 215 億ソル（約 64 億

ドル）に上ると推定される。年金運用・管理会社が運営する確定拠出型年金の総額は 440 億ドル、同 4 社

がこの法案に対応できるには、87 億ドルもの株式や債券を売却せざるをえない状況に追い込まれる可能性

があると、ブルームバーグニュースは伝えている。 
12 例えば、アフリカ南部の貧困国を対象に、近年に返済期限を迎える債務を、1～5 年程度を中心に繰り

延べる案が G20 で検討されるようになった（日本経済新聞 2020l）。国際協調による途上国への返済条件の

見直しは、1991 年に先進国で構成されるパリクラブが最貧国の債務を 5 割削減した例がある。 
13 国際開発協会（IDA）は世界銀行のグループ機関で、世界で最も貧しい国々を支援している。173 か国が

出資する IDAは、貧困削減に向け、経済成長促進、格差是正、国民の生活水準向上のためのプログラムに
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ECLAC のバルセナ事務局長は主張する。「国際通貨基金などの国際金融機関は、持続可能

性を備えた公的債務の管理を目指して、債務返済延期または債務再編についても検討するこ

とを債権者に奨励すべきである。これはアルゼンチンの場合にも当てはまる」と述べている。

米国がキューバやベネズエラに課している経済制裁を一時的に停止するなどの支援策が考

慮されてもよい（ECLAC 2020b, Gozzer 2020)。 

 

B. 緊急経済政策 

 

ラテンアメリカ域内では Covid-19 パンデミックの影響を緩和する緊急措置を発表してい

る政府が幾つかある。例えば、2 年間続く不況にあるアルゼンチン政府は 3 月 17 日、Covid-19

経済対策として、① 危機に直面する企業に対する従業員の雇用確保を目的とした雇用回復

計画（REPRO）の拡大、② 産業セクターにおける雇用者による年金拠出金の支払い一時免

除、③ 失業保険の確保、④ 児童手当や年金の自己負担分の支払い期限延長、⑤ 最低年金

受給者に 3000 ペソを支給 （1 万 8892 ペソを下回る受給者には、最低賃金との差額分を支

給）、⑥ 児童手当や妊婦手当に 3100 ペソ（約 5270 円）の臨時追加手当、などを含む「生産、

雇用、供給を円滑化させるための政策」を発表した。フェルナンデス政権は、この措置の対

象となるのは 360 万世帯に及ぶと概算している。Covid-19 の封じ込め政策と緊急経済対策

が評価され、世論調査でアルベルト・フェルナンデス大統領に対する満足度が急上昇してい

る（IAD 2020ah）。 

 

深刻な状況に鑑み、チリのピニェラ大統領は 3 月 18 日、雇用と中小企業の保護を目的に、

GDP（国内総生産）の 4.7％に相当する 117 億ドルの緊急措置を発表した（IAD 2020n）。同

大統領は、低所得世帯（約 300 万世帯）の公共料金の滞納猶予を決めた。また、政府は、最

も脆弱な世帯に対して 1 人当たり 5 万チリペソ（約 60 ドル）の「Covid-19 ボーナス」およ

び自宅勤務が可能でない労働者のために「雇用保護法案」の適用を議会に求めている（IAD 

2020u）。追って、ピニェラ大統領は 4 月 7 日、緊急措置の第 2 段階を発表した。この救済パ

ッケージは 2 部で構成される。第一に、失業保険の対象から外れている 260 万人の非正規労

働者向けに、20 億ドルの基金が新設される。第二に、零細・中小企業を対象とする、240

億ドル規模の政府保証付きの信用枠の設定である。イグナシオ・ブリオネス財務相よれば、

この新しい措置により、チリ政府の財政赤字は GDP の 8％まで拡大する（Infobae 2020b）。 

 

Covid-19 で経済が急速に冷え込むブラジルでも、救済措置がとられることが決まった。

パウロ・ゲデス経済相は 3 月 26 日、名目 GDP の約 10％に相当する 7500 億レアル（約 15

兆 7500 億円）の大規模な緊急経済対策の骨子を発表した（財政支出の真水部分は同比で

4.8％）。経済省は、政府の厳しい財政を考慮して、当初はこの 5 分の 1 の 1473 億レアルの

                                                                                                                                                     
融資と贈与（無償資金）を提供する。 
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緊急経済対策を発表していたが、インフォ―マル・セクターで就業する労働者や個人事業主

への収入補償が不十分との批判を議会や国民から受けて、最終的には GDP 比で 4.8％の財政

出動を行い、事業規模で同比 10％に相当する緊急経済対策の実施を決断した。同対策によ

り 2020 年の基礎的財政収支の赤字は 3000 億レアルを超える見込みだ。今回の拡充案は、① 

弱者救済、② 中小零細企業の雇用維持、③ 資財調達・施設強化といった医療体制強化、な

どを柱とする。インフォーマル・セクター、個人事業主やシングルマザー個人営業者も支給

の対象となる14。 

 

ブラジル議会下院は 4 月 3 日、政府予算とは別に、Covid-19 関連の支出を計上すべく同

国で言われるところの「戦争予算」に必要な憲法改正案を可決承認した。上院の承認（5 分

の 3 以上による議決が必要）待ちだ。「戦争予算」は予算の拡大と財政緩和だけでなく、金

融市場の安定化に向けて、中央銀行による緊急の債券買い取り措置の導入も可能にする

（IAD 2020ae）。ブラジル政府は 4 月 13 日、Covid-19 の被害を受けている信用実績のある零

細企業（件数で約 300 万企業）に対して、100 億レアル（19 億ドル）相当の支援プログラム

を開始すると発表した。年間売り上げが 36 万レアル未満の企業が対象となる。ブラジル連

邦貯蓄銀行（Caixa Econômica Federal）がその運営にあたる（IAD 2020aj）。 

 

2020 年には 2 年続いてマイナス成長になる可能性が高いメキシコのアンドレス・マヌエ

ル・ロペス・オブラドール大統領は 4 月 5 日、Covid-19 の緊急経済対策として、社会的弱

者に対する補助金の拡充、小農、漁師、高齢者、障害児などに対する支給金、全ての高齢者

を対象に 2 か月分の年金の前倒し支給、学生向けの奨学金の拡充、低利融資による制度融資

の拡大、零細事業者への無利子艇担保融資、公共事業の拡大（治水、灌漑、道路整備、大型

インフラプロジェクト）、公共料金の価格維持、付加価値税（IVA）還付の迅速化、などの

支援策を発表している（JETRO 2020、日本経済新聞 2020h）。GDP の 1.64％に相当する支援

策となる予定だ。しかし、ロペス・オブラドール大統領の支持基盤である貧困層や高齢者層

向けの対策が中心で、ビジネス界には際立った対策が提示されていないとして、経済界から

の不満が高まっている（日本経済新聞 2020m）。 

 

Covid-19 の影響で社会的脆弱者が増えていることから、ペルーのマルティン・ビスカラ

政権は 3 月に入って「外出するな、家にいろ」（Quédate en tu casa）の名称で知られる脆弱

世帯に対する一連の救済政策を打ち出した。一時金の支給（１世帯それぞれ 380 ソル、約 1

万 1780 円）、農村地域を中心とする 65 歳以上の年金受給者に対する一時金支給、所得税の

納税猶予、「労働時間に対する補償」年金（Compensación por Tiempo de Servicios: CTS）およ

び個人勘定方式の確定拠出型年金からの一時金引き出し（上限付き）、などの緊急救済措置
                                                   
14 インフォーマル・セクターや個人事業主への支給については、当初 1 人当たり 200 レアルであった政府

案を連邦下院議会が 600 レアルに引き上げる案で修正可決された。上院承認待ちとなる。シングルマザー

個人営業者への支給は 1,200 レアルとなる（JETRO 2020）。 
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が含まれる (Gozzer 2020)。Covid-19 対策の追加措置として政府は 4 月 3 日、総額で 250 億

ドル、GDP の 12％に相当する大規模な経済支援パッケージを発表した。強制自宅待機で減

収になっている 140 万人の貧困層に加えて、新たに 130 万人の受給者が追加されるだろうと

発言した15。マリア・アントニエタ・アルバ経済相は、GDP 比でみてラテンアメリカで最大

規模となるペルーの Covid-19 対策は、「数十年に及ぶペルーの財政の健全化」により可能に

なったと述べている。この緊急対策は 3 段階で構成される。第１段階は、封じ込め対策とし

て 300 億ソル（85 億ドル）、第 2 段階には、中央銀行による保証融資（85 億ドル）、第 3 段

階には、経済復興対策（85 億ドル）を投入、それぞれ均等に配分される予定である（Fowks 

2020, Garcia 2020b）。 

 

ラテンアメリカ域内で、中央銀行と連携して中小零細企業の運転資金や給与支払いへの融

資を行う環境を整えるべく、国内金融市場の流動性を高める措置をとる国もでてきた

（JETRO 2020）。ブラジル中央銀行は 3 月 23 日、1 兆 2000 億レアル（2308 億ドル）を市場

に注入すると発表した。その金額の 5 割強が銀行融資として提供される。ブラジル GDP の

16.7%に相当する新規融資につながる可能性があると期待される（IAD 2020q）。中小零細企

業向け融資は年間売上げ 36 万～1000 万レアルの企業が対象で、解雇をしないことを条件に

最低賃金（1045 レアル）の 2 倍までを融資する。金利は年 3.75％で返済は 6 か月据え置き

36 回払いとなる（JETRO 2020）。ブラジルの他に、チリの中央銀行は 3 月 31 日、政策金利

を 2009 年以来最低の水準となる 0.5％に引き下げた。中央銀行が政策金利を 3 月初旬に 75

ベーシスポイント引き下げて１％とした直後の追加措置である（IAD 2020z）。 

 

今後、ラテンアメリカ諸国の中央銀行は、企業の流動性を確保するためにも、金融システ

ムの安定性を保証していかなければならない。金融緩和政策だけでは十分ではない。中央銀

行は、金融および非金融民間部門が必要とする資金の流動性を提供するとともに、為替レー

トを安定化させるためにも、市場に直接介入する必要がある。特に、受発注から生産・販売・

物流までの「サプライチェーン」、および請求から支払い・決済までの「ペイメント・チェ

ーン」が分断されないように、資金の流動性を確保し、企業の資金繰りに混乱が起きないよ

うに措置をとる必要がある（ECLAC 2020b）。 

 

C. 国際商品市場を介する影響 

 

リーマンショックよりも深刻な不況を免れないラテンアメリカ諸国は、世界経済の減速、

資本流出の懸念、米中間の貿易摩擦に対処していかなければならない。特に、Covid-19 の

煽りをうけて、中国の 2020 年 1～2 月の主な経済統計（工業生産、小売売上高、固定資産投

                                                   
15国立統計情報研究所（INEI）によると、2017 年に貧困層が 10 年間で初めて増加して、貧困層が全人口の

21.7％にあたる 700 万人に増えた。 
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資等）が、いずれも統計を遡れる範囲で初めて伸び率がマイナスとなった（日本経済新聞

2020e）。中国はブラジル、チリ16、ペルー、ウルグアイの最大の貿易相手国である。幾つか

の国にとって、中国は第二の貿易相手国である。南米が生産するコモディティ価格の下落幅

は大きく、大豆は 2020 年 1 月のピークから 6％、銅は 10％下落した。ニューヨーク株式市

場が暴落した 3 月 9 日以前に石油価格はすでに約 30％減になった。中国経済が減速し、投

資と消費が冷え込むと、ラテンアメリカ諸国からの輸入は減少する（INTAL/BID 2020, 

Oppenheimer 2020a）。「このパンデミックの発端となった中国を最大輸出相手国とするブラ

ジル、チリ、ペルーなどのラテンアメリカ諸国への影響は甚大だ」とボストン大学のパーデ

ィー・スクール・オブ・グローバル研究所教授で、駐中国、インド、および南アフリカチリ

大使を務めたホルヘ・ハイネ氏が指摘する（IAD 2020a）17。 

 

Covid-19 パンデミックは原油需要にも大きな打撃を与えて、2009 年の金融危機以来最も

急激な市場攪乱が起っている。「Covid-19 と重大な原油価格ショックの二重の影響は、為替

レートへの圧力、国際商品価格の下落、輸出の縮小、資本の逃避などを通して、「新興国の

ソブリン信用に関わるファンタメンタルズとその格付けに圧力をかけるだろう」と格付け会

社フィッチ・レーティングスは 3 月 9 日に声明で述べている（IAD 2020c）。コロンビア、エ

クアドル、ブラジル 、アルゼンチン、メキシコ 、その他のラテンアメリカ石油生産国は、

原油価格暴落の影響をもろに被っているはいるが、ベネズエラほど深刻な打撃を受ける国は

ないと、オッペンハイマー・レポートは指摘する。米国の対石油輸出制裁と世界の石油市場

における供給過剰により、同国のマドゥーロ政権は生産価格を下回る価格で販売せざるを得

ない状況まで追い込まれている（Oppenheimer 2020）。同政権は、Covid-19 の流行を封じ込

める財源は持ち合わせていない。今のところ、ベネズエラでの感染者は少ないが、長年続く

政治経済危機によって検疫機能や病院などの医療・保健体制が極端に脆弱化したベネズエラ

で多数の感染者が出れば、それを終息させる対応策は非常に難しくなる（IAD 2020c）。 

 

域内で Covid-19 の致死率が高いエクアドルが原油安の影響をもろに受ける。レニン・モ

レノ大統領は 3 月 10 日、「エクアドルにとって、原油価格が 20 ドル下落することによって、

1 日当たり 800 万ドルの収益が減り、年間で 29 億ドルの損失を意味する」と述べたうえで、

債務返済の条件を改善し、原油価格の暴落に対応するため、政府予算から 14 億ドルを削減

すると発表した（IAD 2020c）。エクアドルは 10 年以上にわたり巨額の財政赤字を記録して

おり、原油価格の下落と相まって、景気後退に対処するための財政緩和政策をとることは難

                                                   
16 チリでは、中国へのサーモンと果物の輸出が大きな打撃を受けた。とりわけ、中国の主要港で貨物が停

滞した。外食する人が少なくなったため、中国へのワイン輸出も減少した。南米諸国が中国に輸出する商

品の多くが、「大豆油や果物など、痛みやすいのでこれら商品の輸入を減らしている」と ECLAC のバルセ

ナ事務局長は、多くのラテンアメリカ諸国が打撃を受けていると語った（Oppenheimer 2020a）。 
17 その他に、いろいろなところで支障がでてきている。Covid-19 感染が終息するまで、ブラジルの精肉工

場からの対中国輸出の承認手続きが延期されることになった。中国は 2019 年にブラジルの牛肉、豚肉、鶏

肉輸出の 27％を占める主要輸出市場に成長している（IAD 2020x）。 
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しい。エクアドル経済はドル化されており、金融政策をとることも難しい。「燃料補助金の

廃止、公共部門の大幅な給与削減などの緊縮政策が講じられると、政情不安が深刻化する可

能性がある」、と専門家は指摘する（IAD 2020r）。石油輸出国機構（OPEC）と、ロシアなど

非加盟の主要産油国で構成する「OPEC プラス」が 4 月 9 日に開いた緊急のテレビ会議で、

5 月から日量 970 万バレル（世界の供給の 10%に相当）を協調して減産18することを決めた

ことで、原油安に歯止めがかかる可能性が出てきた。 

 

Covid-19 の感染拡大は、世界の鉱物・金属市場にも深刻な影響を及ぼす。ウイルスの発

生地である中国からの新規発注が滞ったことで、2020 年に入って銅価格が下落している19。

2020 年に開始が予定されていたインフラプロジェクトが世界で大幅に遅れるとの懸念を反

映してか、銅やその他の工業用金属の価格下落に繋がっている。銅が主な輸出品であるチリ

では、Covid-19 の流行は、第 1 四半期で記録されたマイナス成長基調をさらに加速すると

予想される20。しかし、中国政府の積極的な経済刺激策（インフラプロジェクトや税制上の

優遇措置を含む）が期待されるため、銅の需要と価格は回復し、2020 年通年の影響は最小

限に留まると、ベリスク・メイプルクロフト社の米州担当シニアアナリスト、マリアノ・マ

チャド氏はみている（IAD 2020a）。 

 

その他の鉱物・金属をみると、2020 年 1 月～3 月初旬に亜鉛価格が 16％、ニッケルが 12％

ほど下落した。ブラジルが世界トップの生産国である鉄鉱石の場合、中国需要は比較的堅調

に推移していたが、昨年 12 月のブラジルのモンスーンシーズンと西オーストラリアでのサ

イクロンの影響で供給がすでに逼迫していた。これから世界需要は低迷するとマチャド氏は

予測する。一方で、Covid-19 の感染拡大を背景に、安全資産とされる金の相場が上昇して

いる。金価格の上昇は、ペルーなどの金生産国には有利に働く。 

 

ECLAC の予測によると、ラテンアメリカの対世界と対中国輸出は 2020 年にそれぞれ、

10.7％と 21.7％減少する。鉄鉱石、銅、亜鉛、アルミニウム、大豆、大豆油など、中国との

バリューチェーンで「前方連関」(forward-linkage) にある商品が特に影響を受けやすい。こ

れらの商品に特化するアルゼンチン、ブラジル、チリ、ペルーなどに大きな影響を与える。

一方で、Covid-19 危機は、輸出製品の生産に使用される中国からの中間財輸入に影響を与

える。メキシコ、チリ、コロンビア、ペルーなどの一次産品輸出国は、中国からの中間財輸

入の依存度が相対的に高く、中国からの供給に支障が起これば、バリューチェーンの「後方

                                                   
18 減産幅について折り合いがつかず、メキシコ政府は当初、OPEC プラス案に反対していた（2020ai）。メ

キシコは金融市場でオプション契約を結び、原油安のための保険としていた。このため、そうした措置を

講じてこなかった産油国と一律で減産を強いられることに不満を表明していた。メキシコは日量 40 万バレ

ルの減産が求められていたが、日量 10 万バレルの減産実行で決着した。 
19 2020 年 3 月中旬の時点で、銅価格はポンド当たり 2.49 ドルまで下がっている。今後 1 年で 2.33 ドルま

で下落するかもしれないとされている。 
20 第 2 四半期には、4.9％のマイナス成長が予測される。 
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連関」（Backward-linkage）事業にも影響が出てくる。メキシコやコスタリカは、米国の製造

業の需給の変化に大きな影響を受ける。EU（欧州連合）の需給状況の影響を受けやすいの

はチリ、メキシコ、ブラジルだ。GDP の約 5％がサービスと製造部門から生じる付加価値に

依存している（ECLAC 2020b）。 

 

D. サービス産業への影響 

 

感染拡大によって最も大きな影響を受けるのは、サービス部門だと考えられる。サービス

部門の中でも、観光業、ホスピタリティ産業や運輸交通業界への影響が深刻だと、アレハン

ドロ・ウェルナーIMF 西半球局長はみている（ウェルナー 2020）。特に、海外からの観光

旅行が長期的に低迷すれば、地域経済全体に与える影響は計り知れない。例えば、メキシコ

の GDP の 8.5％が観光に依存する（Winter 2020）。メキシコ政府は 3 月 12 日の時点で、海外

旅行を制限したり国境を封鎖したりする計画はないと表明していたが、米国とメキシコ両政

府は 3 月 20 日、観光や娯楽を目的とする出入国を対象に、両国間の国境で不要不急の往来

を翌 21 日から禁止すると発表した。コスタリカでは、3 月に入って 8000 件以上のホテル予

約がキャンセルされたことで、観光収入が 50％減少すると予想される（IAD 2020d）。 

 

Covid-19 がカリブ諸国の観光業と地域経済にも壊滅的な影響を与える可能性がある。カ

リブ地域には観光収入に依存する経済が多いため、観光客数の減少は、ジカ熱の際の危機よ

りもはるかに大きな打撃となる。カリブ諸国では、観光・旅行は GDP の約 15.5％、総雇用

者数の約 14％を占める主要産業である。外貨準備の主な源泉としての役割も大きく、海外

旅行者による消費は年間 354 億ドルに達する。メディアの報道がクルーズ客船業界に焦点を

当てる一方で、陸上観光も大きな打撃を受けている。陸上観光はクルーズ船業の 10 倍の売

上げを稼ぐ経済の推進力となっている（IAD 2020p）。打撃の大きさは、外国人旅行客の入

国禁止期間がどれだけ続くかが鍵となるが、危機が 2020 年末のピークシーズンまで続いた

場合、地域の GDP が 2 桁減少する可能性があるとされる。 

 

ジャマイカやバルバドスなど、同地域で観光への依存度が高い経済では、GDP に対する

負債比率が既に高いレベルで推移しており、財政緩和措置には限りがあり、国際市場からの

資本調達を期待できる状況ではない（IAD 2020p）。海外旅行客の入国禁止が 1～3 か月続け

ば、カリブ諸国の観光業が、2020 年に 8％から 25％まで縮小すると ECLAC は推計する

（ECLAC 2020a）。キューバは 3 月 31 日、Covid-19 パンデミックへの対応の一環として、国

際旅客便到着の一時停止、外国船舶のキューバ水域からの退却を要請した。キューバ政府は、

既に部分的な国境閉鎖と外国人観光客の入国禁止を発動している（IAD 2020y）。キューバ

の観光業は米国の経済制裁を受けて、2020 年 1~2 月に前年同期比で 16.5％落ち込んだ。15

万人超の観光客が減少したことを意味する。Covid-19 の拡大により、観光収入がさらに減
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ると考えられる（González 2020）。 

 

Covid-19 は航空業界にも大きな影響を与えている。ラテンアメリカで多くの航空会社が

国際便をキャンセルしている。ロイター通信によると、LATAM 航空グループは 3 月 16 日、

多くのラテンアメリカ諸国が国境封鎖に踏み切り、アルゼンチン、ペルー、エクアドルが厳

しい隔離措置を課したことを受けて、国際便の 90％をキャンセルすると発表した。米国第

二の航空会社であるアメリカン航空もブラジルを含むラテンアメリカへの大半のフライト

をキャンセルしている。ブラジル最大の国内航空会社であるゴル社は、6 月までに国際便を

最大 95％、国内便を最大 60％キャンセルする。メキシコの航空会社アエロメヒコ航空は、3

月 17 日から 4 月 30 日までヨーロッパへのフライトを削減すると、米ニューヨークタイムズ

紙が報じた（IAD 2020i） 。 

 

E. 郷里送金を介する影響 

 

Covid-19 が移民の健康・保健環境と経済力に及ぼす影響は大きい。感染リスクが高く、

病状が重篤化しやすい高年齢層だけでなく、人数が多い若年層移民にも深刻な影響を与える。

米移民の多くは、米国の医療サービスへのアクセスが不足しており、他の人々よりも高いリ

スクに晒されている。また、国外追放される恐怖から、不法移民が感染症の治療を躊躇する。

さらに、「事業の停止、経済活動の停滞、免れない経済不況を考えると、主に建設業とサー

ビス業で働く移民労働者は、労働時間と日数の短縮、あるいは解雇により、収入を失ってし

まう」と、インターアメリカン・ダイアログの移住、送金、開発プログラム部長のオロスコ

氏は指摘する（Orozco 2020）。 

 

オロスコ氏の研究によると、米在住移民の 35％が 2 万ドル未満の年収で生活しており、5

万ドル超の収入を得ている者は僅か 5％しかない。また、移民人口の 20％が健康保険の対象

外で、健康保険を持っていない不法移民の場合、その比率はより高くなる。移民の半数は、

医療施設で治療を受けることなく、自己治療に終始する。2008～09 年の世界金融危機の際、

郷里送金額が少なくとも 10％減少し、1 年半に失業率が 8％増加した。 控えめに予測して

も、郷里送金は 2020 年に 760 億ドルから 700 億ドルに減少、前年比で 7％減少する恐れが

ある（Orozco 2020）。近年、送金額が急増していたメキシコや中米諸国だけでなく、米国か

らの経済制裁で苦しむキューバにおいても、Covid-19 の影響で、2020 年には郷里送金が大

幅に減少すると予想される（González 2020）。対キューバ郷里送金は、2008 年の 14 億 4700

万ドルから 2017 年の 35 億 1500 万ドル（2017 年）に増加していた（González 2020）。 
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V. まとめと今後の展望 

 

ラテンアメリカ・カリブ地域の政府当局が公表する感染者数と死亡者数は、米国、中国、

イタリアに比べて少ないものの、Covid-19 の地域での拡散スピードが加速していることは

確かだ。特に南米では暦の上で秋に入り気温が下がり、状況が悪化するのではないかと懸念

されている。域内では、今後 3～4 か月のうちに感染のピークを迎えて、Covid-19 が終息す

るには、少なくともこれから 6 か月から 1 年かかるとの見方が大半だ。所得水準が高い先進

国の医療保健体制がこのパンデミック危機に対応できていない現状に鑑みると、今後数か月

にラテンアメリカで感染者と死亡者が急増することは免れない。多くのラテンアメリカ政府

は、国境封鎖、夜間外出禁止、海外からの渡航者の隔離、学校閉鎖、大規模な娯楽・スポー

ツイベントの中止、徹底した手洗いや消毒の習慣、自宅待機など、基本的な健康衛生対策を

取るよう市民に指示してはいるが、感染を徹底的に封じ込めるには不十分だと考えられる。 

 

医療制度が脆弱なラテンアメリカで、Covid-19 の感染爆発により社会保護体制が危機に

晒されている。医療体制の崩壊を防ぐと同時に、個人所得の補填と雇用保護には、十分な財

政援助が必要となる。生活必需品、医薬品、医療機器、食品、ガス、電気、水道、エネルギ

ーなどの公共サービスの供給が保証されなければならない。ラテンアメリカでは、財政的余

地が限られている国が多いため、医療制度の崩壊を防ぐための緊急措置が優先されるべきで

ある。零細・中小企業、低所得層世帯、インフォーマル・セクターで就労する労働者など、

最も弱い立場にある国民に対して、減収世帯の補償、失業手当および雇用調整助成金、中小

企業や個人事業主に対する現金給付、無利子融資枠の拡大、借入金支払い猶予などの措置を

含む緊急対策パッケージの導入が望まれる。住宅ローンや家賃の据え置き、低所得世帯の水

道料金、電気料金、インターネット料金の免除などの対策も、できるだけ早い段階で導入さ

れるべきだ。社会福祉プログラムの受給者である貧困世帯だけでなく、「貧困層に陥りかね

ない脆弱な人口層」に対しても支援を拡張することが重要だ。高齢化が進み、先進国ほど保

健医療制度が充実していないラテンアメリカ諸国においては、低所得者層や貧困層などの脆

弱な社会層を感染爆発から保護するためにも、迅速で有効な Covid-19 対策が望まれる。 

 

IMF や ECLAC などの国際機関によれば、Covid-19 の感染拡大は、2020 年のラテンアメ

リカ経済の「重大な下方リスク」要因となる。今後 6 か月で世界経済が不況に陥ることは必

至で、それがラテンアメリカ経済に与えるインパクトは計り知れない。SARS（重症急性呼

吸器症候群：2003 年）、香港風邪（H3N2 亜型インフルエンザ：1968 年）、アジア風邪（H2N2

亜型インフルエンザ：1958 年）、スペイン風邪（1918 年）に比べて世界経済の下げ幅が大き

く、少なくとも 2020 年にはマイナス 3％成長に近い状況まで冷え込むだろう。中国の 2020

年第 1 四半期の成長は横ばいで、2020 年には通年でわずか 1％の成長率となり、1970 年代

以来過去最低になるとの予測もある。米国、ユーロ圏も 2020 年には、それぞれマイナス 5.9％、
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マイナス 7.5％の成長が予測される。多くのラテンアメリカ・カリブ諸国が公衆衛生ショッ

ク、国内経済の混乱、外需の急減、国際資本の逆流、一次産品価格の急落から成る重層的危

機に直面しており、世界での Covid-19 の終息が遅れれば、ラテンアメリカへのインパクト

はさらに厳しい結果となる恐れは高い。 

 

中国、米国、欧州からの一次産品需要が冷え込んで世界需要がさらに後退すれば、一次産

品価格の急落と交易条件の悪化により、ラテンアメリカ諸国の対域内外輸出が大きく縮小す

る、と予測される。加えて、地政学的危機により、2020 年 3 月上旬に 1 週間足らずで石油

価格が 24％値下がりした。ECLAC は、ラテンアメリカの対世界輸出額は 2020 年に少なく

とも 10.7％減少すると推算している。減少幅の大半（8.2％）が価格の下落によるもので、

残りの 2.5％は輸出量の縮小に起因する（ECLAC 2020b）。IMF の内部調査によると、ラテ

ンアメリカ地域でとりわけ大きな影響を受ける国は南米の商品輸出国である。チリの総輸出

額の 34％が中国向けである。ペルーでは 28％、ブラジルでは 26％と中国への依存度が高い。 

 

一方で、過度に悲観的になる必要はないとの見方がないわけでもない。北半球が夏に近づ

き、Covid-19 が 6 月ごろから終息に向かう可能性もある。その場合、中国、米国、欧州諸

国の需要が下半期に大幅に回復するため、今年のラテンアメリカの経済成長予測を大幅に下

方修正する必要はないかもしれない。域内で最大規模のブラジルで政府が進める改革が進み、

経済が持ちこたえれば、Covid-19 の影響を最小限に抑えることができる。また、域内で第

二の経済であるメキシコでは、最近署名された米国、メキシコ、カナダ間の自由貿易協定

（USMCA）により、外国投資が増加する可能性がある（Oppenheimer 2020a）。吉報は、中

国や韓国ではウイルス感染がピークを過ぎた模様にあることだ。中国で Covid-19 が終息す

れば、世界経済の回復も望めるのではないか、と期待する声もある。その一方で、第 2 波が

襲う可能性も否定できないが。 

 

ラテンアメリカ経済は、域内での感染拡大による世界経済の減速や国内経済の後退だけで

なく、社会不安などの内部要因による影響も免れない。ラテンアメリカ地域で政情不安が続

く現状において、感染封じ込めのための緊急対策と経済救済対策を両立していかなければな

らない。公衆衛生のインフラが整っておらず、医療体制が脆弱なラテンアメリカ諸国におい

て、打撃を受ける貧困世帯、零細企業への支援が急務となるが、いかんせん財政余地が限ら

れている。このパンデミックが終息するのに時間がかかれば、緊急事態に対応する政府当局

の能力が医療面だけでなく、財政面でも試される。高齢者、貧困層、零細企業などの社会的

弱者に対する救済措置だけてなく、経済危機からの脱出に向けて、経済界全般に対する包括

的な経済刺激策が求められる。IMF、世界銀行、米州開発銀行などの多国間金融機関は、一

部のカリブ諸国やアルゼンチンなど、厳しい財政状況に置かれている国々を支援すると同時

に、健康・保健体制の強化、社会福祉政策の拡大、経済刺激対策に必要となる公的支出の拡
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大を可能にするためにも、低金利の貸出、対外債務救済と返済再編などの新しい措置も必要

となってくる。 

 

Covid-19 パンデミックはラテンアメリカ各政府の統治能力を試している。Covid-19 の感

染爆発が起こる以前からラテンアメリカでは、経済格差や権力乱用と腐敗、治安悪化、医療

健康保険、年金や教育などにおける社会保障の不整備などに反発して、政府の政策運営に対

する抗議活動が広まっていた。今回のパンデミックは、上流階層との経済・社会格差を顕に

し、既存政治体制を揺さぶる。Covid-19 危機は、国民の間に恐怖感を高め、自由を犠牲に

安全保障を重視する政府を望むように働きかける。しかし、国境封鎖、外出禁止、国民の行

動監視を含む完全封じ込め政策には、権威主義と社会統制に陥るリスクがある。一方で、失

業者、貧困層やインフォーマル・セクターや零細・中小企業に対する緊急経済支援を迅速に

実施するには、左派政権の方が適しているとの見方もある。Covid-19 を封じ込めるために

は、権威主義的国家が良いのか、それとも、パンデミックの恐怖に立ち向かうためにも、医

療などの社会格差の是正に向けて、左派政権の復活しかないのか、といった見方さえ生じか

ねない。 

 

今回のパンデミックで明らかになったのは、経済・社会格差が顕著なラテンアメリカでは、

公共政策および緊急法案を設計するにあたり、国民が一時的でも犠牲を払うことを受けいれ

て、民間部門および市民社会と協力できる「信頼ある」政府が必要ということだ。多くのラ

テンアメリカ諸国が実施しようとする大規模な経済政策措置は、経済への打撃が一段と深刻

化するのを防ぐことで人々や企業を守り、回復の基盤を整えるかもしれない。ただ、これら

は緊急措置に過ぎず、医療・保健体制の脆弱性から生じる経済・社会格差を、長期的な視野

から是正していく処方箋とはならない。左派・右派を問わず、政治的な立場とは関係なく、

政府は「持続可能な開発目標（SDGs）」に沿った開発戦略を展開し、経済・社会格差の是正

を目指すべきであろう。図らずも Covid-19 危機がこうした政策転換の良い機会となるかも

しれない。 
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付属資料表－3：ラテンアメリカ主要経済国における緊急経済対策の概要 
 

ア 

ル 

ゼ 

ン 

チ 

ン 

3 月 17 日：Covid-19 経済対策として、「生産、雇用、供給を円滑化させるための政策」を発表。主な経済

対策は次の通り。 

 危機に直面する産業セクターに対する雇用者拠出金の支払い一時免除 

 危機に直面する企業に対する従業員の雇用確保を目的とした雇用回復計画（REPRO）の拡大、失

業保険の確保 

 児童手当や妊婦手当に 3100 ペソ（約 5270 円）の臨時手当 

 児童手当や年金の自己負担分の支払い期限延長 

 最低年金受給者に 3000 ペソを支給。1 万 8892 ペソを下回る受給者は、差額分を支給 

 インフラ、教育、観光向け予算を 40％（1000 億ペソ）増加 

 住宅の新改築および建設業梃入れを目的とした Procrear（国民融資計画）の再開 

 食品や医薬品等 50 カテゴリーの品目に対する 30 日間の価格上限設定 

 総額 3500 億ペソ（約 5950 億円）の企業向け融資 

 無金利の Ahora12 プログラム（分割払い）の６か月間延長、オンライン購入の一部適用開始 

 医療機器輸出に対する事前承認の導入 

 医療機器およびキットや消耗品の国内生産拡大プログラムの導入 

 輸出還付金支払いの迅速化 

ブ 

ラ 

ジ 

ル 

 3 月 26 日：7500 億レアル（約 15 兆 7500 億円）となる緊急経済対策を発表。（名目 GDP の約 10％

に相当。ただし、財政支出の真水部分は GDP 4.8％に相当） 

 中銀への強制預託緩和による市場への資金供給（新規：2000 億レアル） 

 13 か月給与（年末ボーナス）支給の前倒し（1470 億レアル） 

 低所得者向け現金給付プログラム「ボルサ・ファミリア」の拡充（31 億レアル） 

 国立経済社会開発銀行（BNDES）による企業融資拡充（350 億レアル→550 億レアル） 

 連邦貯蓄銀行（CAIXA）による企業融資拡充（700 億レアル→1000 億レアル） 

 退職給付積立金の財源拡充：社会統合基金（PIS）と公務員厚生年金 (PASEP)を、退職給付積立

金である勤続年数保障基金（FGTS）に充当（210 億レアル） 

 州・市への医療支援・債務支払い中断など緊急財政支援（880 億レアル） 

 従業員給与支払い緊急融資（新規：360 億レアル） 

 個人営業収入支援（月 200 億レアル）（新規：800 億レアル） 

 給与支払い不能に陥った企業への給与支払いおよび回転資金に対する民間金融機関との協調融

資（新規：200 億レアル） 

 4 月 13 日： 信用実績のある零細企業に対して、100 億レアル（19 億ドル）の支援プログラムを

開始すると発表。年間売上げが 36 万レアル未満の企業が対象。 CAIXA Econômica Federal が運営。 

コ 

ロ 

ン 

ビ 

ア 

 3 月 12 日：観光セクターに対するクレジット・ラインの新設および納税期限の延期の発表。 

 3 月 18 日：3 億ペソの現金給付の承認 

 インフォーマル・セクアーに属する 300 万世帯に 16 万ペソの一時金給付 

 3 月 18 日：中央銀行は、流動性を高める目的で、① 100 万ドルの入札、② 買い取りの上限を

90 億ペソから 170 億ペソに引き上げる、③ 公債が必要とされる場合、高格付け社債の買い取りを許可

する、などの措置を発表 

 3 月 19 日：農業部門に対するクレジット・ラインの新設（市場でより低いレートで 10 億ペソを

提供） 

 3 月 23 日：保健部門投資の目的で年金貯蓄基金から 60 億ペソを、中央政府に填補 

 地方税納税の猶予期限の延長。消費者信用の期限延長。学生ローンの期限延長 

 低所得層の公共料金支払いに 36 か月の猶予 

 銀行ローン返済期限の猶予 

 金利の 50%引き下げ 

 労働省：使用者に対し労働者を解雇しないよう要請。労働者に無給休暇の取得を強要することを

禁じる決議を発表 

チ 

リ 

3 月 19 日：政府は GDP の 4.7％に相当する 117 億 5000 万ペソの緊急経済対策法案を発表。その骨子は下記

の通り 

 保健省の予算を 2％増強 

 家庭の収入保証 

1. 収入の保証：最大 20 億ドルの連帯失業基金の支出。衛生危機のために、在宅勤務も出来ず自

宅にとどまらなければならない者は、雇用主と相互の合意があり、保健当局からの委任がある場合

に限り給料の支払いが失業保険によって保証される 

2. 雇用保護：労働日数の短縮や報酬の減少を連帯失業基金で補填することについて早急に審議

を行う。 

3. 「Covid-19」特別手当：単一家族助成金（Subsidio Único Familiar）に相当する金額を 200 万

人の非正規雇用の人々に対し支給。予算規模は 1 億 3000 万ドル分を見込む 

4. 危機に直面する連帯基金：衛生危機に伴う売り上げ減少などに直面する者に向けた 1 億ペソ

の連帯基金を設立 

 労働者の雇用と雇用を生み出す企業の保護 
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1. 今後 3 カ月間は法人税の月々の支払いを保留 

2. 売上高が 35 万 UF（約 12 億円）未満のすべての企業における今後 3 か月間の付加価値税支払い

の延期。 

3. 中小企業の所得税の納税を 2020 年 7 月までに延期。 

4. 売上高が 35 万 UF 未満の企業と、税額が 1 億 3300 万ペソ（約 1600 万円）未満の資産家に対す

る 4 月の納税の延期。 

5. 今後 6 カ月間、印紙税を一時的に 0％とする。 

6. 中小企業および低所得者のための救済措置として、利息や罰金なしに債務支払い契約を締結する

ことを許可する。また司法機関による徴収および税債務関連訴訟を一時的に停止する。 

7. 企業の衛生危機対処に際しての関連費用は、税金費用（Gasto Tributario）として処理が可能。 

 4 月 7 日: 緊急措置の第 2 段階を発表。この救済パッケージは 2 部で構成される。① 失業保険

の対象から外れている 260 万人の非正規労働者向けに、20 億ドルの基金の新設。② 零細・中小企業

を対象とする、240 億ドル規模の政府保証付きの信用枠の設立。 

メ 

キ 

シ 

コ 

4 月 5 日: ロペス・オブラドール（AMLO）大統領は、Covid-19）の影響緩和に向けた経済対策を発表。支

持基盤である社会的弱者を救済するものが中心。対策の骨子は下記の 4 項目 

 社会的弱者に対する補助金の拡充、または前倒し支給（小農、漁師、高齢者、障害児など）：AMLO

政権下で進められている総合福祉プログラム（Programas Integrales de Bienestar）の拡充 

 福祉銀行や開発銀行、労働者住宅基金などを通じた制度融資の拡大：複数の開発銀行を通じた 210

万件の低利融資、福祉銀行（Banco del Bienestar）を通じた零細事業者への無利子無担保融資の 45 万件

の拡充が含まれる 

 公共事業の拡大（治水、灌漑、道路整備、大型インフラプロジェクト）：① AMLO 政権が重視

する 4 大プロジェクト（ドスボカス新製油所建設、マヤ鉄道、サンタルシア空軍基地拡張、テワンテペ

ック地峡開発）の継続、② 石油公社（PEMEX）に対する 650 億ペソ（約 2860 億円）の支援、③ 電

力庁（CFE）による総額 3390 億ペソの電力インフラ投資、④ 総額 250 億ペソの治水・灌漑・道路補

修工事 

 公共料金の価格維持、付加価値税（IVA）還付の迅速化：ガソリン価格上昇の抑制、付加価値税

還付の迅速化 

 経済対策の財源としては、歳入安定化基金（FEIP）の活用に加え、各省庁が運用する不要不急の

信託を清算し、大蔵公債省が吸収することで財源にする。前者から 1500 億ペソ、後者で 2500 億ペソを

捻出し、GDP の 1.64％に相当する支援策となる。 

ペ
ル
ー 

 3 月 16 日：全土に「緊急事態宣言」発令。強制検疫の期限は 3 月 30 日まで。後に 4 月 20 日に延

期 

 3 月 15 日から 3 月 27 日：所得税および金融移転税の確定申告と納税期間の延期。 

 「CRECER 基金」の対象範囲の拡大。 

 世帯ターゲティング・プログラム（SISFOH）の対象となる、貧困または極貧層世帯に対する一時

金（110 米ドル：380 ソール）給付。280 万世帯が対象（3 億 800 万ソル） 

 生活必需品の確保のため、1874 の自治体に合計で 5800 万ソルを給付 

 個人自業主世帯に対する一時金給付、80 万世帯を対象（8700 万ドル） 

 「奉仕時間に対する補償」基金（Compensación por Tiempo de Servicios: CTS）から上限で 700 ドル

まで引出し可能（雇用者による年 2 回の拠出金によるもの。合わせて約 1 か月分の給与に等しい）。合

計で 11 億 5900 万ドル。3 月から AFP（個人年金基金）への拠出金の猶予。 

 3 月 19 日、ペルー中央銀行（BCR）が、政策金利を 2.25％から 1.15％に引き下げた。 

 4 月 3 日：所得税などの納税猶予で 30 億ドルが救済措置として導入。 

 中央銀行による、80 億ドル相当の政府保証付きの民間銀行融資。約 35 万件の零細・中小企業が

この緊急措置の対象となる。 

 大規模な公共投資プロジェクトおよび学校や道路などの公共施設の維持管理と保善に向けて、30

億ドルの投資。 

出所：在中南米日本大使館、CEPAL, Obervatorio COVID-19 en América Latina y el Caribe: Impacto económico y social, 

JETRO（2020a, 2020b, 2020c, 2020d）,BBC News Mundo (2020a、2020b)および IAD（2020b、2020e) に基づいて、著者が

作成。 
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